
（４点）

（３点）

（２点）

（１点） 平均 平均

2.95 2.83

1 2 3 4

1 3.06 13 2.93 78.8% 26.9% 51.9% 21.2% 0.0%

2 2.86 20 2.72 74.5% 13.7% 60.8% 23.5% 2.0%

3 2.98 15 2.74 78.8% 19.2% 59.6% 21.2% 0.0%

4 2.71 27 2.76 63.5% 7.7% 55.8% 36.5% 0.0%

5 2.33 34 2.28 36.5% 3.8% 32.7% 55.8% 7.7%

6 2.98 15 3.22 86.5% 11.5% 75.0% 13.5% 0.0%

7 2.87 18 2.76 69.2% 21.2% 48.1% 26.9% 3.8%

8 3.33 5 3.16 94.2% 38.5% 55.8% 5.8% 0.0%

9 3.35 4 3.05 94.2% 40.4% 53.8% 5.8% 0.0%

10 3.54 1 3.31 98.1% 55.8% 42.3% 1.9% 0.0%

11 2.58 29 2.53 53.8% 5.8% 48.1% 44.2% 1.9%

12 3.29 6 3.17 94.2% 34.6% 59.6% 5.8% 0.0%

13 3.21 9 3.05 94.2% 26.9% 67.3% 5.8% 0.0%

14 2.78 23 2.76 70.6% 7.8% 62.7% 29.4% 0.0%

15 2.52 33 2.55 55.8% 1.9% 53.8% 38.5% 5.8%

16 3.29 6 3.29 94.2% 36.5% 57.7% 3.8% 1.9%

17 3.13 11 3.22 86.5% 26.9% 59.6% 13.5% 0.0%

18 3.02 14 2.53 78.8% 23.1% 55.8% 21.2% 0.0%

19 2.81 21 2.33 71.2% 9.6% 61.5% 28.8% 0.0%
学校運営に校長のリーダーシッ
プが発揮されている。

体罰やセクシャル・ハラスメント
の防止をはじめ、人権尊重の姿
勢に基づいた生徒指導が行わ
れている。

校長は自らの教育理念や学校
運営につての考え方を明らかに
している。

生徒会活動を通じて、生徒が民
主的な手続きを経て、主体的に
活動できるよう学校全体で支援
している。

学校として、在籍している外国
から来た生徒に対し、教育委員
会事業や学校独自の取り組み
等で支援する体制がある。

生徒一人ひとりが興味・関心・
適性に応じて進路選択ができる
よう、きめ細かい情報提供を
行っている。

学校行事が生徒にとって魅力
あるものとするために、工夫・改
善を行っている。

校則が、生徒の実態や人権尊
重の立場から適切であるかに
ついて、生徒や教職員の間で話
し合う機会がある。

この学校では、生徒が望ましい
勤労観・職業観を持つことがで
きるよう、系統的なキャリア教育
を行っている。

教育相談体制が整備されてお
り、生徒は学級担任以外の教員
とも相談することができる。

いじめ(疑い含む)が起こった際
の体制が整っており、迅速に対
応することができている。

この学校では、カウンセリングマ
インドを取り入れた生徒指導を
行っている。

生徒による問題行動が起こった
時、組織的に対応できる体制が
整っている。

指導内容について、他の教科と
話し合う機会がよくある。

生徒の実態をふまえ、参加体験
型の学習を行うなど、指導方法
の工夫・改善を行っている。

学校は、教育活動全般につい
て、生徒や保護者の願いを把握
し、よく応えている。

教員の間で、授業方法等につ
いて検討する機会を積極的に
持っている。

この学校の教育活動について、
教職員で日常的によく話し合っ
ている。

教育活動全般にわたる評価を
行い、次年度の計画に生かして
いる。

順位
R5

ポイント

肯定的評
価

１＋２診断内容

回答数52人

R6
ポイント

４　まったくあてあまらない

２　ややあてはまる

３　あまりあてはまらない

  令和６年度　学校教育自己診断（教職員用）

１　よくあてはまる
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20 2.73 25 2.37 69.2% 5.8% 63.5% 28.8% 1.9%

21 2.54 31 2.39 51.9% 1.9% 50.0% 48.1% 0.0%

22 2.58 29 2.45 57.7% 0.0% 57.7% 42.3% 0.0%

23 2.73 25 2.54 69.2% 3.8% 65.4% 30.8% 0.0%

24 2.79 22 2.67 67.3% 13.5% 53.8% 30.8% 1.9%

25 2.94 17 2.66 86.5% 9.6% 76.9% 11.5% 1.9%

26 2.78 24 2.90 70.0% 8.0% 62.0% 30.0% 0.0%

27 2.67 28 2.72 59.6% 9.6% 50.0% 38.5% 1.9%

28 2.54 31 2.51 53.8% 5.8% 48.1% 40.4% 5.8%

29 3.48 2 3.50 98.1% 50.0% 48.1% 1.9% 0.0%

30 3.43 3 3.28 96.1% 47.1% 49.0% 3.9% 0.0%

31 3.13 11 3.10 90.4% 23.1% 67.3% 9.6% 0.0%

32 3.20 10 2.93 88.2% 31.4% 56.9% 11.8% 0.0%

33 2.87 18 2.81 75.0% 11.5% 63.5% 25.0% 0.0%

34 3.23 8 3.03 90.4% 32.7% 57.7% 9.6% 0.0%

学校は、デュアルシステムをはじ
め、教育活動に必要な情報につ
いて、生徒・保護者や地域への
周知に努めている。

学校は、エンパワメントスクール
の教育活動に必要な情報につ
いて、地域への周知に努めてい
る。

情報提供の手段として、学校の
ホームページやメール登録シス
テムが活用されている。

学校は、教職員と保護者や地域
の人々とが接する機会を設けて
いる。

学校は１人１台端末を効果的に
活用してる。

校内研修組織が確立し、計画
的に研修が実施されている。

校内研修は、教育実践に役立
つような内容となっている。

この学校では、府教育センター
等が主催する研修に計画的に
参加する体制が整っている。

デュアルシステムなど、地域連
携を教育活動に活かしている。

教職員間の相互理解が十分に
なされ、信頼関係に基づいて教
育活動が行われている。

日々の教育活動における問題
意識や悩みについて、気軽に相
談し合えるような職場の人間関
係ができている。

この職場においては教職員の
服務規律への自覚が高い。

教職員の適性・能力に応じた校
内人事や校務分掌の分担がな
され、教職員が意欲的に取り組
める環境にある。

職員会議をはじめ各種会議が、
情報交換と課題検討の場として
有効に機能している。

学校運営に教職員の意見が反
映されている。
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